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人

人

人

単位

人（回）
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人

成果指標設
定の考え方

成果指標の
把握方法
（算定式な
ど）

市
民

行
政

そ
の
他

１９年度実績

614
(11)

909
(9)

3,815
(12園)

園児は日ごろ限られた集団の中での活動が多いことから、他団体等との交流機会を支援する。また、育
児サロン開催について、開催場所や人的支援等を行う。

家庭では、親子がふれ合う時間を十分にとり、正しい生活習慣を身につけさせていただく。

【地域の役割】
地域の様々な活動に子どもたちが参加し、交流できる機会を作ってもらう。

作成日

２２年度目標

①・②教育総務課の調査資料により把握。
③社会福祉課、市健康センターでの調査による。

4,560
(19園)

23

教育総務課

幼児教育の充実

井　口　　勝　義

施策の成果
向上に向け
ての住民と
行政との役
割分担

１８年度１７年度対象指標名 １９年度

施策の目的
【対象】

　未就学児

801

①幼保小交流活動参
加人数（回数）【幼稚園
２園】

幼稚園児数

保育園児数

その他（未就園児）

108

1,505

①及び②　園児が心身ともに健全に育つためには、様々な交流を通して体験活動をすることが不可欠である
ことから、保護者に交流を通じて心身が健全に育っているかどうかを聞くことで、園児が健全に育っているか
どうかわかるので、これを成果指標とした。③保護者は、就園児、未就園児を問わず、子育てサロンで、子育
て相談をしたり子どもを活動させたりしている。この活動への参加人数を見ることで保護者の幼児教育への要
求度を推測できるので、これを指標とした。

施策の目的
【意図】

　未就学児が教育を受けられる環
境が整備され、教育内容も充実し
ている。

成果指標名 １７年度実績 １８年度実績

1,102
(15)

308
(7)

720
(12)

2,947
(14園)

768

118

1,599

586

800
(10)

②高齢者・地域との活
動参加人数（回数）【幼
稚園２園】
③育児サロン参加人
数（幼稚園・保育園を
含む）

620
(15)

403
(7)

3,259
(15園)

118

1,510
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単位

本数

千円

時間

千円

千円 0

229

0

822

円

円

円
Ｈ．トータルコスト　（定義式　：　Ｅ／46,723 ）

10,701

211

18

対象（受益者）１単位あたり、若しくは市民１人あたりの施策の
Ｆ．事業費　（定義式　：　Ｂ／46,723 ）
　同　　　上

　同　　　上

１９年度実績 ２１年度実績

6

9.879

２０年度実績

200

Ｅ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｄ）

Ｇ．人件費　（定義式　：　Ｄ／46,723 ）

区　　　　　分

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計）

Ｃ．事務事業に要する年間総時間

6

9,545

300

Ｄ．人件費　（Ｃ×１時間あたりの平均人件費）

効率性
指　標

施策の
トータル
コ ス ト

1,233

10,778

204

26

231

１８年度実績

１９年度の
評価結果

１．施策の成果水準とその背景（近隣他市や以前との比較、特徴、その要因と考えられること）

　育児サロンへの期待が高まる一方で、保育所や幼稚園では、人的体制や活動場所の制限があることから
その体制の充実が必要である。また、年々充実してきている健康センターや各児童館での活動をさらに工夫・
改善していく必要がある。

　地域ぐるみの幼児教育を推進するため、園児が健全に育つための交流活動を一層充実させる。また、幼稚
園・保育園と小学校との繋ぎをスムーズにするための幼保小の交流活動を一層充実させる。また、未就園児
の親、家族が安心して就園させる体制をつくるための育児サロンの活動場所やボランティァを含めた人員の
確保に努める。さらに、幼保一元化に向けてその具体化を図るべく検討体制づくりに努める。

　成果指標の①～③については、参加人数については、年々増加の傾向がみられる。特に、育児サロンにつ
いては、未就園児が親子で参加している人数が２４．１人（１回当たりの平均参加人数；１２組の親子）で、入
園前の保護者の活動への期待度が高いことが予想される。また、「まちづくり市民意識調査（Ｈ１９）」によれ
ば、保育所や子育て支援センター等、子育てがしやすい環境が整備されているかについての満足度が３７．
０％と高い数値となっている。

ア．成果水準の推移（成果水準がここ数年どのように推移しているかを中心に記述）

イ．近隣他市との比較（成果水準が近隣他市と比較してどうであるかを中心に記述）

　黒部、入善、朝日の状況と比べると、①（小学校との交流）、②（高齢者、地域との交流）については、黒部
市が盛んに行われている。③（育児サロンの活動）については、どの地区も盛んに行われ、参加数も増加して
きている。本市は、他市町に比べ、保育所、幼稚園でも定期的に活動しているので、身近で参加しやすい環
境にある。

２．施策の成果実績に結びついているこれまでの主な取り組み（事務事業）の総括

　（ここ数年の間、施策の成果向上に貢献してきた主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

ウ．住民期待水準との比較（成果水準が住民が期待していると思われる水準と比較してどうであるかを中心に記述）

３．施策の課題認識及び２０年度の取り組み状況（予定）

　（１９年度末で残った課題、既に２０年度に取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

　「幼稚園交流活動事業」よる小学校との交流活動、地域との交流活動や未就学園児親子園児支援活動が
盛んに行われるようになってきたこと、幼稚園の「３歳保育の実施」により適正規模での集団保育が可能に
なったことが、施策実績の向上に結びついていると思われる。
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